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て』の第 3 巻は 424b22 以降からとされるが，本稿ではレオ版の編者である
ゴーティエにならって第 3 巻の始まりを 429a10 とする．この点についてト
マス自身は第 3 巻の始まりがどこであるかを明言していないため，第 3 巻の
始まりに関するトマスの考えを見定めることは依然として解釈上の大きな
問題の一つであることをここでは指摘するにとどめたい２．  























    知性（のありよう）を規定．  
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      可能知性を規定．  
        可能知性（のありよう）を規定．  
          可能知性の本性を示す．  
            自分の意図を明言．429a10– 
提起を示す．429a13– 
          可能知性が現実態へともたらされる仕方を示す．429b5– 
        可能知性の対象を規定．429b10– 
前述の諸規定に対する疑問を示す．429b22– 
      能動知性を規定．430a10– 
現実態における知性を規定．430a19– 































  知性（のありよう）を規定．  
   可能知性を規定．  
    可能知性（のありよう）を規定．  
     可能知性の本性を示す．  










     可能知性が現実態へともたらされる仕方を示す．429b5– 
    可能知性の対象を規定．429b10– 
前述の諸規定に対する疑問を示す．429b22– 
   能動知性を規定．430a10– 
現実態における知性を規定．430a19– 















































































〔 Indiuisibilium quidem igitur intelligencia〕［430a26］云々という箇所である．
第一の部分は三つの部分に分けられる．第一の部分で彼は可能知性について
規定する．第二の部分で彼は能動知性について規定する．それは「さて，あ
らゆるものにおいてのようであるのだから」〔Quoniam autem sicut in omni〕
［430a10］という箇所である．第三の部分で彼は現実態における知性につい














が」〔Si igitur est intelligere〕［429a13］云々という箇所である．  
 それゆえ，第一に彼曰く，魂の感覚的部分について規定され，知恵を働か
せることおよび知解することが感覚することと同じではないことが示され
た後で［cf. 註解第 2 巻第 28–30 章］，今や「魂の内の，それによって魂が認
識し」，すなわち知解し「知恵を働かせる部分について考察されるべき」
〔considerandum de parte anime qua cognoscit anima et sapit〕である．さて，
知恵を働かせることと知解することの間には差異があることが上で［註解第


















るのか」〔quomodo fit ipsum intelligere〕，すなわちどのようにして知性作用［と
いう活動］が果たされるのかである．  
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「可知的なものから或るものを受動すること」〔pati aliquid ab intelligibili〕
であるか，あるいは「他のこうした類の」，すなわち受動に類似した「或るこ
と」〔aliquid alterum huiusmodi〕である．ところで，これら二つの内の第二の












能態」においてあるのでなければならない〔 suspectiuam speciei et potencia 
huiusmodi set non hoc〕からである―のなら，「かくして」〔 et sic〕，「感覚す
るものが可感的なものどもに対して」関わる「のと同様にして，知性は可知
的なものどもに対して関わる」〔 sicut sensitiuum ad sensibilia, similiter se 
habere intellectum ad intelligibilia〕のでなければならない．なぜなら，［感覚
と知性の］両者とも自分の対象に対する可能態においてありその対象を受け
容れるものだからである．  
































































からのものを」認識することを「妨げ遮るだろうからである」〔 « Intus 
apparens enim prohibebit extraneum et obstruet »〕と言っていることであ
る．すなわち，知性を妨害し，何らかの仕方で知性を覆い，他のものどもを
見通すこと〔 inspectio〕に対して知性を閉ざす，ということである．そして






性も属するということ」がない〔naturam esse neque unam〕．「そうではなく
て」知性はあらゆるものに関して「可能的」である「という」本性のみを持










































































魂は諸形象の場である〔neque actu set potencia species〕．  




















合にはそれ］がゆえに「音を」感覚することができないし〔 sonum ex magnis 
sonis〕，視覚および嗅覚は，この諸感覚が器官を減滅させる「諸々の強いに
おいや色に基づいて」より先に動かされているということに基づいては「見




























が知解し考える ところのものを 知性と言っている」〔 « Dico autem 

























































































ーティエによる序文（Préface, pp. 1*–294*）と，トレルの Initiation にある記述（Torrell 
2015: 224–27）を見よ．  
２  この点については，ゴーティエによる説明（Préface, pp. 210*–17*）に加えて，ゴー
ティエによる区分けを採用しなかった英訳者パスナウの見解（Pasnau 1999: xxiv–xxv）
も合わせて見よ．  





で，後者を観想に関わるものとする．詳しくはレオ版の註（p. 190, adn. ll. 187–89; p. 
202, adn. ll. 36–38）を参照．  
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はなく，万物を動かす知性について語っている」（中世思想原典集成 I.14: 518）．  
５  Cf. アヴェロエス『「魂について」大註解』第 3 巻第 4 註解「すべての対象を認識し
受容するためには，霊魂は混合されていないものでなくてはならない」（中世思想原典














I.11: 1032）．  















学大全 6: 279–80）．  
９  アヴェロエスによればアヴェンパケ（すなわちイブン・バーッジャ）の考え．Cf. ア






１０  アヴェロエスによればアプロディシアスのアレクサンドロスの考え．Cf. アヴェ











１１  トマスによればアヴェロエスらの考え．Cf. トマス『対異教徒大全』第 2 巻第 59
章「アヴェロエスや（アヴェロエス自身が言っているように）何人か古代の人々は，
以上の理由に動かされて，それによって魂が知性認識する可能知性は存在にそくして






















１３  Cf. アリストテレス『生成と消滅について』第 1 巻第 5 章 320b17–19「一方におい
ては，あるものが別のものから端的に生成し，そしてそれは，終極実現状態にあるも
のによって引き起こされる」（アリストテレス全集新版 5: 250）．  
















のみである」（中世思想原典集成 I.11: 1046–47）；トマス『対異教徒大全』第 2 巻第 73




は異なったものなのである」（川添 2009: 159）．  

















































なことはありえないのである」（中世思想原典集成 I.14: 540）．  

















ストテレスの見解ではない」（石田 2017: 96）．  




る」（石田 2017: 96）．  










ないわけではない」（石田 2017: 100）．  
２０  Cf. トマス『対異教徒大全』第 2 巻第 68 章；『定期討論集 魂について』第 2 問
題主文；『定期討論集 霊的被造物について』第 2 項主文；『神学大全』第 1 部第 76 問
題第 1 項．  
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